
No.1

ｱﾝｹｰﾄ回収率71％

令和4年度1月調査

2-2)「訪問看護要約」の運用に関することやその他意見

・利用している電子ｶﾙﾃの看護ｻﾏﾘを利用していきたい。電ｶﾙが便利だから。（統一書式にある情報項目で

  電ｶﾙにはない項目は記入するので）電ｶﾙも普及してきてるので。

・枠が小さいので、別紙を添えて書き足りない薬や処置などを記載して渡している。

3-2)③④⑤と答えた方：送付に至らなかった理由

・入院当日ｻﾏﾘｰか入院先（搬送先）主治医もしくは看護師の必要事項は伝えている。その他はｻﾏﾘｰを

  送付しています。

・開所直後のため情報提供の機会がないため。

・今のところ、入院に至る利用者様がいなかったため。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　訪問看護ステーション

②知らな

かった
33%

①知っている
67%

1）遠賀中間地域の医療機関、居宅介護支援事業所及び地域包

括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ間で統一した書式を作成して

活用していることを知っていますか

②統一書式

以外（事業所

で作成したも

の等）を使用

している
42%

①統一書式

を使用してい

る
58%

2）遠賀中間地域内の情報連携において統一して運用してい

る書式である「訪問看護要約」の使用について

⑤全く実施し

ていない
17%

④あまり実施

していない
8%

③半分程度は

実施している
0%

②概ね実施

している
50%

①全ｹｰｽにつ

いて実施して

いる
25%

3）入院時における「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝから入院医療機関」への

情報提供について（書式は問わない）



No.2

ｱﾝｹｰﾄ回収率71％

令和4年度1月調査

4-2）退院時の情報連携や「退院時情報共有ｼｰﾄ」に関すること等の意見

・地域連携に連絡して、必ずもらうようにしている。

・開所直後のため情報提供の機会がないため。

5-ⅰ)①と答えた方：特に留意されている点

・性格や問題行動あれば。家族の関わりなど。

5-ⅱ)②と答えた方：特に留意されている点

・入所施設に確認して、必要という施設には必ず送っています。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　訪問看護ステーション

⑤全く情報提供

がない
8%

④あまり情報提

供がない
8%

③半分程度は

情報提供がある
17%

②概ね情報提

供がある
67%

①該当する全ｹｰｽ

情報提供がある
0%

4）退院時における「入院医療機関から訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ」への書面での

情報提供について（書式は問わない）

④情報提供

はしていない
17%

③要望時には

情報提供して

いる
50%

②入所施設に

よっては情報提

供している
25%

①全ｹｰｽ情報提

供している
8%

5）在宅（自宅）から高齢者等施設（特養・老健・有料老人ﾎｰﾑ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾎｰﾑなど）への入所時に書面での情報提供を行っていますか
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5-ⅱ）②と答えた方：どのような施設に情報提供していますか



No.3

ｱﾝｹｰﾄ回収率71％

令和4年度1月調査

5-ⅲ)意見

・状況による。

・家族の協力体制など、情報提供は必要と思う。

・継続看護、医療度の高い方、暴力行為、個別的に気になる事や気を付ける項目がある場合、書類送付（準備）

  しております。

・訪問時の情報をお伝えすることにより、施設入所にあたり注意点や、継続して観察、処置していただきたいことが

  お伝えてできると思う。

・担当者会議でおおむね伝えている。

・在宅での生活状況を共有することで、利用者さんが施設でも変化が少なく過ごすためにも必要だと思います。

・継続して訪看を利用する場合はその都度対応できるが、手を離れてしまう場合は情報共有は必要と思います。

6)医療職・介護職間の連携体制について気づいた点・その他意見

・MCSを活用している利用者様についてはｽﾑｰｽﾞに情報共有ができ、連携が取りやすいです。その他の利用者様

  についてはｹｱﾏﾈを通しての連絡もしているが、なかなか情報共有ができていないこともあります。

・MCSを活用できたら助かります。

・小児で独特なところはありますが、今後ともよろしくお願い致します。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　訪問看護ステーション

無回答
8%

b.必要ない
0%

a.必要
92%

5-ⅲ）高齢者施設等への入所時における情報共有の必要性


